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「 震 災 復 興 担 当 大 臣 を 国 民 投 票 で ！ 」  

            弁 護 士  坂 和 章 平  

１  議 院 内 閣 制 と 二 院 制 は 機 能 し て い る か ？  

（ １ ） 日 本 国 の 統 治 機 構 は ？  

日 本 は 米 国 の よ う な 大 統 領 制 で は な く 、 英

国 を 模 範 と し た 議 院 内 閣 制 の 国 。 従 っ て 内 閣

総 理 大 臣 （ 以 下 総 理 と 略 称 ） は 国 民 の 選 挙 に

よ っ て 選 ば れ た 国 会 議 員 の 中 か ら 国 会 の 議 決

に よ っ て 指 名 さ れ 、 総 理 は １ ４ 人 以 内 （ 特 別

の 理 由 が あ る 場 合 は ３ 人 ま で 増 加 し １ ７ 人 以

内 ） の 国 務 大 臣 を 任 命 し て 内 閣 を 組 織 す る 。

ま た 日 本 は 衆 議 院 と 参 議 院 の 二 院 制 を 採 用 し 、

そ の 役 割 ・ 優 劣 は 憲 法 や 国 会 法 が 定 め て い る 。  

（ ２ ） 民 主 主 義 政 治 は 機 能 し て い る か ？  

明 治 憲 法 下 で も 大 正 デ モ ク ラ シ ー が 花 開 き 、

政 友 会 と 民 政 党 の 二 大 政 党 制 が 機 能 し た 時 期

が あ っ た 。 し か し １ ９ ２ ０ 年 代 後 半 以 降 の 中

国 大 陸 東 北 部 へ の 進 出 の 中 で 軍 部 の 力 が 増 大

し 、 軍 国 主 義 一 色 と な っ た 日 本 は 太 平 洋 戦 争 、

敗 戦 へ と 進 ん だ 。 戦 後 は 平 和 憲 法 の 下 で ６ ６
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年 間 の 平 和 と 安 定 そ し て 経 済 成 長 を 享 受 し て

き た が 、 長 期 の 自 民 党 政 権 下 、 田 中 角 栄 に 象

徴 さ れ る 金 権 政 治 と 政 官 財 の 癒 着 構 造 が 続 い

た 。 そ こ で ク リ ー ン な 政 治 を 求 め る 声 が 高 ま

り 政 治 改 革 が 進 む 中 、 ９ ３ 年 に は ５ ５ 年 体 制

が 崩 壊 し て 細 川 連 立 内 閣 が 成 立 、 そ の 後 の 激

動 を 経 て ０ ９ 年 の ８ ・ ３ ０ 総 選 挙 で 遂 に 政 権

交 代 が 実 現 し た 。 し か し 小 泉 政 権 後 、 安 倍 ・

福 田 ・ 麻 生 ・ 鳩 山 と 続 い た 短 命 政 権 と 菅 政 権

は 衆 参 ね じ れ 現 象 の 中 、 民 主 主 義 政 治 の 機 能

不 全 を 露 呈 さ せ た 。 ３ ・ １ １ 東 日 本 大 震 災 の

発 生 は そ ん な 状 況 下 、 し か も 外 国 人 献 金 問 題

の た め 退 陣 目 前 だ っ た 菅 政 権 下 だ っ た こ と が 、

被 害 の 大 き さ と は 別 の 国 民 の 悲 劇 と な っ た 。  

２  今 こ そ 衆 参 同 日 選 挙 を ！ し か し ・ ・ ・  

（ １ ） 直 接 選 挙 の 意 義 は ？  

日 本 国 の 統 治 は 議 院 内 閣 制 だ が 地 方 自 治 は

議 会 と 首 長 の 二 元 制 。 だ か ら 都 道 府 県 知 事 ・

市 町 村 長 は 地 方 自 治 体 の 住 民 が 直 接 投 票 で 選

出 す る 。 議 院 内 閣 制 と 二 院 制 の 機 能 不 全 が 顕
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著 に な る 中 、 大 阪 府 の 橋 下 徹 知 事 や 名 古 屋 の

河 村 た か し 市 長 ら が 注 目 を 集 め た 。 彼 ら は 議

会 と の 対 決 姿 勢 を 強 調 し て 自 ら の 政 策 を 訴 え 、

地 域 政 党 を 結 成 し て 議 会 の 守 旧 派 を 圧 倒 し 、

高 い ア ピ ー ル 力 を 示 し た 。 民 主 主 義 国 で あ る

以 上 、 直 接 投 票 で 選 ば れ る こ と の 価 値 を 最 大

限 活 用 し て い る わ け だ 。 そ う 考 え る と 、 総 理

を 国 民 投 票 で ！ 議 院 内 閣 制 か ら 大 統 領 制 に ！

と な る が 、 コ ト は そ う 簡 単 で は な い 。  

（ ２ ） 震 災 復 興 に 向 け た 目 下 の 焦 点 は ？  

 地 震 ・ 津 波 ・ 原 発 と い う 「 三 重 苦 」、 風 評 被

害 を 加 え る と 「 四 重 苦 」 を 特 徴 と す る 大 震 災

後 、 菅 総 理 は 原 発 対 応 に パ フ ォ ー マ ン ス を 示

し た り 、 屋 上 屋 を 架 す 組 織 作 り に 追 わ れ た り 、

３ つ の 新 大 臣 席 を エ サ に 自 民 党 と の 大 連 立 を

画 策 し た り 様 々 な 浅 知 恵 を 露 呈 し た 。 そ ん な

中 、 震 災 復 興 に 向 け た 目 下 の 焦 点 は ４ 月 １ １

日 に 発 足 し た 復 興 構 想 会 議 の 提 言 と そ れ を 実

行 す る 組 織 作 り だ 。 と こ ろ が 菅 総 理 は 民 主 党

案 と し て は 総 理 と 全 閣 僚 に よ る 復 興 対 策 本 部
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を 掲 げ な が ら 、 他 方 で は 野 党 も 参 加 す る 復 興

実 施 本 部 の 設 置 を 国 民 新 党 の 亀 井 静 香 代 表 に

丸 投 げ 。 そ の 稚 拙 さ は 目 に 余 る 。 そ の 結 果 、

自 民 党 案 の 復 興 院 構 想 の 取 り 入 れ ま で 検 討 し

て い た 復 興 基 本 法 案 の 提 出 は 連 休 明 け に ず れ

込 み 、 司 令 塔 と な る べ き 組 織 の 姿 ・ 構 造 す ら

見 え て い な い 。  

（ ３ ） 「 菅 降 ろ し 」 の 政 局 は ？  

 大 震 災 は 文 字 通 り 未 曾 有 の 国 難 だ か ら 、 与

野 党 が 相 協 力 し て 復 旧 ・ 復 興 に 邁 進 す べ き は

当 然 。 各 野 党 は そ れ を 理 解 し 相 応 の 協 力 を し

て き た が 、 挙 党 一 致 体 制 の 構 築 に は ほ ど 遠 い 。

そ ん な 中 、 統 一 地 方 選 前 半 で の 民 主 党 の 敗 北

が 明 白 に な っ た ４ 月 １ １ 日 以 降 、 菅 降 ろ し が

顕 著 に な っ た 。 そ の 後 も 続 く ① 復 興 協 力 は 菅

抜 き で の 大 合 唱 、 ② ４ 月 ２ ４ 日 の 統 一 地 方 選

後 半 で の 民 主 党 の 惨 敗 、 ③ 小 沢 グ ル ー プ に よ

る 菅 降 ろ し 策 動 の 顕 著 化 と い う 連 休 直 前 の 政

治 状 況 を み れ ば 、 菅 政 権 が 長 く な い こ と は 明

白 。 解 散 ・ 総 選 挙 は 徹 底 的 に 回 避 し て も 、 総
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理 の ク ビ の す げ 替 え は 近 い 。  

（ ４ ） 小 泉 元 総 理 は な ぜ 強 力 だ っ た の か ？  

１ ０ 年 前 の ０ １ 年 ４ 月 に 始 ま っ た 小 泉 内 閣

が ５ 年 半 に わ た っ て 強 力 な 政 権 運 営 を 続 け た

の は な ぜ ？ そ れ は 党 総 裁 選 出 後 の 一 貫 し た 高

支 持 率 と 、 ０ ５ 年 の ９ ・ １ １ 郵 政 総 選 挙 で 自

公 計 ３ ２ ７ と い う 圧 倒 的 な 議 席 を 得 た た め だ 。

当 然 そ の 政 策 に は 賛 否 両 論 が あ り 、 一 面 で は

強 引 だ 独 裁 だ と 批 判 さ れ た が 、 国 政 選 挙 で の

国 民 の 圧 倒 的 支 持 は 何 よ り の 権 力 の 源 泉 。 そ

ん な 当 た り 前 の 民 主 主 義 の 原 則 を 考 え れ ば 震

災 復 興 が テ ー マ の 今 こ そ 衆 参 同 日 選 挙 を 実 施

し 、 国 民 の 支 持 を 得 た 代 議 士 に よ っ て 新 た な

総 理 を 選 ぶ の が 民 主 主 義 の 王 道 だ 。 地 方 選 す

ら 延 期 し た 被 災 地 で は そ の 実 施 は 困 難 だ が 、

未 曾 有 の 国 難 時 だ か ら こ そ 議 院 内 閣 制 と 二 院

制 を 定 め る 憲 法 下 、 真 に 国 民 を 代 表 す る 国 会

議 員 と 国 を 牽 引 す る 総 理 を 選 ん で 震 災 復 興 を

断 行 さ せ る べ き な の だ 。  

３  震 災 復 興 担 当 大 臣 を 国 民 投 票 で ！  
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（ １ ） 関 東 大 震 災 で は ？ 阪 神 大 震 災 で は ？  

１ ９ ２ ３ 年 の 関 東 大 震 災 で は 、 国 政 か ら 離

れ て ２ ０ 年 か ら 東 京 市 長 を 務 め て い た 後 藤 新

平 が 台 湾 民 政 長 官 、 初 代 満 鉄 総 裁 、 初 代 内 閣

鉄 道 院 総 裁 時 代 の イ ン フ ラ 整 備 の 経 験 と 実 績

を 買 わ れ て 内 務 大 臣 兼 帝 都 復 興 院 総 裁 の 座 に

就 き 、 壮 大 な 構 想 力 と 強 力 な 指 導 力 を 発 揮 し

た 。 ９ ５ 年 の 阪 神 大 震 災 で は 村 山 総 理 の 初 動

の 遅 れ こ そ 批 判 さ れ た が 、 無 為 無 能 を 自 覚 し

た 村 山 は 小 里 貞 利 を 震 災 対 策 担 当 大 臣 に 任 命

し て 指 揮 を 執 ら せ た 。 ま た 下 河 辺 淳 を 委 員 長

と す る 阪 神 ・ 淡 路 復 興 委 員 会 を 組 織 し て 多 数

の 提 言 を 行 わ せ た 。 地 元 で は 神 戸 市 等 ま ち づ

く り の 先 進 自 治 体 を 貝 原 俊 民 兵 庫 県 知 事 が 見

事 に 束 ね た 。 つ ま り 指 導 力 は 必 ず し も 総 理 自

身 が 備 え て い る 必 要 は な く 、 大 切 な の は 震 災

復 興 を 適 確 ・ ス ピ ー デ ィ ー に 実 施 す る 指 導 者

の 選 出 。 今 な す べ き は 、 震 災 復 興 担 当 大 臣 （

以 下 復 興 相 と 略 称 ） の 選 出 な の だ 。  

（ ２ ） 復 興 相 の 「 ク ビ の 重 さ 」 は ？  
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 と こ ろ が 今 菅 総 理 が 新 た な 国 務 大 臣 た る 復

興 相 を 任 命 し て も 、 機 能 不 全 状 態 の 議 院 内 閣

制 と 二 院 制 そ し て 不 安 定 な 政 局 が 大 問 題 。 つ

ま り 総 理 が 復 興 相 を 任 命 し て も 、 党 内 抗 争 や

政 局 で 総 理 の ク ビ が す げ 替 え ら れ た ら 復 興 相

も 交 代 。 再 び 政 権 交 代 に な れ ば 当 然 総 理 も 替

わ り 、 復 興 相 も ク ビ 。 し か し そ れ で は 復 興 相

が 国 民 の 支 持 の 下 に 中 長 期 的 な 視 野 か ら 震 災

復 興 に 取 り 組 め な い こ と は 明 ら か だ 。 本 来 優

秀 な 官 僚 は そ れ が わ か っ て い る か ら 、 政 治 家

の 指 示 通 り 動 か な い 。 自 分 た ち の 方 が よ ほ ど

専 門 家 だ と 考 え て 勝 手 に 動 き 、 か え っ て 政 治

主 導 か ら 遠 ざ か っ て い る の が 現 状 だ 。 そ ん な

状 況 下 で の 東 日 本 復 興 計 画 私 案 は 、 復 興 相 を

国 民 投 票 で ！ と い う も の だ 。 こ れ な ら 衆 参 同

日 選 挙 ほ ど 実 施 は 困 難 で は な い 。 ま た 国 政 選

挙 は 争 点 が 多 岐 に わ た る が 、 復 興 相 を 選 ぶ だ

け の 国 民 投 票 は 復 興 政 策 だ け が 争 点 。 し か も

復 興 の あ り 方 が 全 国 民 共 通 の 課 題 と な る 中 で

そ の 指 導 者 を 選 ぶ 選 挙 だ か ら 、 国 民 の 関 心 は
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高 い 。 通 常 の 国 政 選 挙 の 投 票 率 は ４ ～ ５ ０ ％

だ が 、 こ れ な ら ８ ０ ％ の 投 票 率 が 期 待 で き る 。

そ ん な 国 民 投 票 で 復 興 相 が 選 出 さ れ れ ば 、 ま

さ に 国 民 か ら 直 接 信 任 を 得 た 大 臣 と し て 復 興

計 画 の 立 案 と そ の 実 行 に 構 想 力 と 指 導 力 を 発

揮 で き る は ず だ 。 国 民 か ら 直 接 選 ば れ た 復 興

相 が 強 力 な 指 導 力 を 発 揮 す る こ と に よ っ て 機

能 不 全 に 陥 っ て い る 日 本 の 民 主 主 義 政 治 を 一

挙 に 解 決 す る の が 私 案 の 狙 い 。 こ れ な ら 官 僚

も 復 興 相 の 下 で 本 来 の 職 務 に 専 念 し 、 真 の 政

治 主 導 が 実 現 で き る は ず だ 。  

４  「 復 興 相 指 名 国 民 投 票 法 」 案 の 内 容 は ？  

（ １ ） 国 務 大 臣 を 国 民 投 票 で 選 ぶ と は ？  

繰 り 返 せ ば 私 の 提 案 は 、 復 興 相 を 国 民 投 票

で 選 ぶ と い う こ と 。 国 民 投 票 で 選 ば れ た と い

う こ と は 民 主 主 義 制 度 で は 最 も 直 接 的 か つ 強

力 な 民 意 の 反 映 だ か ら 、 十 分 な 指 導 力 が 期 待

で き る 。 と は 言 え 、 現 憲 法 下 で は 総 理 を 国 民

投 票 で 選 ぶ 首 相 公 選 制 で す ら 憲 法 改 正 が 必 要

な の に 、 復 興 相 を 国 民 投 票 で 選 ぶ こ と な ど で
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き る の ？ そ ん な 疑 問 は 当 然 だ が 、 私 案 で は 憲

法 改 正 は 不 要 。 ま た 大 臣 の 任 免 は 総 理 の 権 限

だ と い う 憲 法 の 原 則 を 崩 す 必 要 も な い 。 復 興

相 を 国 民 投 票 で 選 ぶ 仕 組 み は 、 以 下 述 べ る と

お り 実 は 簡 単 な の だ 。  

（ ２ ） 復 興 相 の 任 命 方 法 は ？  

ま ず 時 限 立 法 と し て 、 復 興 相 を 選 ぶ た め の

国 民 投 票 の 実 施 を 定 め る 「 復 興 相 指 名 国 民 投

票 法 」 を 国 会 議 員 の 総 意 で 制 定 す る 。 同 法 最

大 の ポ イ ン ト は 国 民 投 票 で 選 ぶ と は 言 っ て も 、

そ れ は 総 理 に よ る 大 臣 の 任 免 権 を 法 的 に 拘 束

す る も の で は な い と い う こ と だ 。 同 法 は 、 総

理 は 国 民 投 票 の 結 果 を 最 大 限 尊 重 し て 復 興 相

を 任 命 す る と い う 「 不 拘 束 ・ 尊 重 方 式 」 と す

る 。 つ ま り こ の 国 民 投 票 の 法 的 位 置 づ け は 憲

法 が 定 め る 国 政 選 挙 と は 異 な り 、 あ く ま で 総

理 が 復 興 相 任 命 の 参 考 に す る た め な の だ 。  

（ ３ ） そ ん な 国 民 投 票 の 意 義 は ？  

こ の ア イ デ ア を 思 い つ い た こ と が 私 案 提 出

の 動 機 だ が 、 考 え て み れ ば そ ん な 不 拘 束 方 式 、
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悪 く 言 え ば 「 人 気 取 り 投 票 法 」 で は 実 効 性 が

な く 無 意 味 で は ？ そ ん な 反 論 は 当 然 だ が 、 そ

れ で も そ の 者 が 法 律 に 基 づ い て １ 億 ２ ８ ０ ０

万 人 の 国 民 か ら 直 接 選 ば れ た た だ 一 人 の 復 興

相 適 任 者 だ と い う こ と は 大 き な 意 義 を 持 つ 。

な ぜ な ら こ の 民 意 を 無 視 し て 総 理 が 別 の 者 を

復 興 相 に 任 命 す れ ば 国 民 か ら 非 難 を 受 け 、 大

き な 政 治 的 マ イ ナ ス に な る か ら だ 。 総 理 は も

ち ろ ん 与 野 党 と も 投 票 結 果 を 尊 重 せ ざ る を え

な い か ら 、 結 局 最 高 位 得 票 者 が 復 興 相 に 任 命

さ れ る は ず だ 。 国 民 投 票 で 選 ば れ た 者 を 復 興

相 に 任 命 す べ き と い う 法 的 義 務 を 総 理 に 課 す

に は 憲 法 を 含 む 多 く の 法 改 正 が 必 要 だ が 、 私

案 で は そ れ は 全 く 不 要 な の だ 。 そ ん な 法 的 効

果 の な い 人 気 取 り 法 案 を 弁 護 士 の 私 が 提 案 す

る の は 異 例 。 頭 の 固 い 法 律 ・ 政 治 学 者 か ら は

反 論 が あ る だ ろ う 。 し か し 心 底 か ら 政 局 を 憂

い 、 民 主 党 の 政 治 主 導 の 無 力 さ に 失 望 し て い

る 良 心 的 な 政 治 家 の 多 く は 反 対 し な い は ず だ 。

小 泉 は 民 間 か ら 竹 中 平 蔵 を 経 済 財 政 政 策 担 当
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大 臣 に 起 用 し て 能 力 を 発 揮 さ せ た 。 こ れ に は

「 竹 中 憎 し 」 の 声 も 強 か っ た が 、 新 法 に 基 づ

く 国 民 投 票 に よ る 選 出 者 を 総 理 が 復 興 相 に 任

命 し た こ と に 真 正 面 か ら 異 議 を 唱 え る 政 治 家

や マ ス コ ミ な ど い る は ず が な い 。  

（ ４ ） 復 興 相 の 任 期 は ？ 再 選 は ？  

復 興 相 の 任 期 は 復 興 事 業 の 継 続 性 を 考 え て

３ 年 間 と し た い 。 そ れ も 新 法 で 定 め る 。 こ の

任 期 も 法 的 に 総 理 を 拘 束 す る も の で は な い が 、

事 実 上 そ の 定 め は 威 力 を 発 揮 す る 。 つ ま り 国

民 投 票 で 選 ば れ た 者 が 復 興 相 に 任 命 さ れ た 以

上 、 総 理 は 交 代 し て も 復 興 相 に は な お 任 期 が

残 っ て い る こ と が 最 大 限 尊 重 さ れ る か ら 、 新

総 理 は 法 的 義 務 は な く と も 従 来 の 復 興 相 を 再

任 さ せ る は ず だ 。 他 方 で き る だ け コ ス ト を か

け ず に 民 意 を 反 映 さ せ る た め 、 任 期 内 に 衆 参

選 挙 が あ る 場 合 は 同 時 に 復 興 相 の 国 民 投 票 を

実 施 す る 。 現 在 の 最 高 裁 判 所 裁 判 官 の 国 民 審

査 投 票 は 不 信 任 に × 印 を つ け る だ け だ が 、 そ

の 方 式 で は 真 の 国 民 審 査 に は な ら な い 。 何 事
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に も 競 争 が 大 切 だ か ら 、 今 の 復 興 相 の や り 方

に 不 満 を 持 ち 「 俺 な ら こ ん な 復 興 を す る 」 と

い う 意 欲 を 持 っ た 人 物 に 立 候 補 し て も ら い 、

復 興 政 策 や 人 物 像 （ 器 ） の 優 劣 を 競 わ せ る べ

き だ 。 こ れ に よ っ て 国 民 投 票 で は 復 興 対 策 に

焦 点 を 絞 っ た 論 争 が 行 わ れ 、 政 局 や 他 の 争 点

に と ら わ れ な い 充 実 し た 議 論 と そ れ を 前 提 と

し た 国 民 の 判 断 が 期 待 で き る 。 ３ 年 の 任 期 満

了 前 に 衆 参 選 挙 と 同 時 に 実 施 さ れ た 国 民 投 票

で 選 出 さ れ 、 新 総 理 か ら 新 た に 任 命 さ れ た 復

興 相 は 、 そ こ か ら ３ 年 の 任 期 と す る の が 妥 当

だ ろ う 。 こ れ に よ っ て 一 定 の 任 期 を 保 証 し て

政 策 の 一 貫 性 ・ 継 続 性 を 確 保 す る と い う 要 求

と 、 適 切 な タ イ ミ ン グ で 民 意 を 反 映 す る と い

う 要 求 の バ ラ ン ス を 保 て る か ら だ 。  

（ ５ ） 復 興 相 の 立 候 補 者 は ？  

私 が 最 も 危 惧 す る の は 国 民 投 票 へ の 立 候 補

者 が い る の か ？ 本 気 で そ ん な 大 任 を 引 き 受 け

る 気 概 と 実 力 を 併 せ 持 っ た 人 物 が い る か 否 か

だ 。 幕 末 や 明 治 維 新 で は 幾 多 の 人 材 が 輩 出 し
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た 。 そ れ は 動 乱 の 時 代 だ っ た か ら だ が 、 今 で

も 日 本 国 に は そ ん な 人 材 が い る は ず 。 そ れ に

期 待 し た い 。 そ れ が 民 主 主 義 と い う も の だ 。

立 候 補 者 は 国 民 か ら 広 く 募 集 す る 。 国 会 ・ 地

方 議 員 、 知 事 、 市 長 、 官 僚 、 学 者 、 経 営 者 な

ど 資 格 は 問 わ な い 。 竹 中 平 蔵 や 小 池 百 合 子 の

よ う な 元 大 臣 、 石 原 慎 太 郎 や 橋 下 徹 の よ う な

現 職 知 事 の 立 候 補 も 期 待 し た い 。 現 職 の く ら

替 え が ム リ な ら 、 現 在 不 遇 を か こ っ て い る 東

国 原 前 宮 崎 県 知 事 や テ レ ビ 出 演 過 多 気 味 の 北

川 正 恭 元 三 重 県 知 事 ら に も 再 度 奮 起 を 願 い た

い 。 国 会 議 員 の タ マ は 多 く 、 原 口 一 博 や 枝 野

幸 男 ら も い い 。 現 実 味 が 高 い の は 石 破 茂 や 仙

谷 由 人 ？ こ の 際 与 野 党 も 刑 事 問 題 も 問 わ な い

か ら 、 渡 辺 喜 美 や 小 沢 一 郎 の 立 候 補 も Ｏ Ｋ 。

も っ と も 、 カ ル ロ ス ・ ゴ ー ン の よ う な 外 国 人

は 憲 法 改 正 が 必 要 だ か ら さ す が に 無 理 ？ 売 名

は 絶 対 に ダ メ だ か ら 、 通 常 の 選 挙 管 理 委 員 会

と は 異 な る 立 候 補 者 の 審 査 委 員 会 を 作 り 、 そ

の 審 査 を パ ス し た 者 の み 最 大 ５ 名 を 投 票 対 象
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と す る 枠 組 み を 構 築 し た い 。 立 候 補 者 が 少 な

け れ ば 審 査 委 員 会 が 推 薦 す る 。 す る と 審 査 委

員 会 を 誰 が 構 成 す る か が ま た 問 題 だ が 、 そ の

よ う な 各 論 は 英 知 を 結 集 し て ま と め た い 。 ２

回 目 以 降 の 国 民 投 票 で は 一 見 現 職 が 有 利 に 思

え る が 、 復 興 の 現 場 で は 利 害 が 錯 綜 し 現 職 へ

の 批 判 も 多 い は ず 。 要 は ど こ ま で 実 績 を 積 み

重 ね ら れ て い る か が 勝 負 と な る 。  

５  復 興 相 の 意 義 は ？ 役 割 ・ 人 事 権 は ？  

（ １ ） 復 興 相 は ど ん な 大 臣 ?  

以 上 が ラ フ な ス ケ ッ チ だ が 、 弁 護 士 と し て

も う 少 し 法 的 な 位 置 づ け を 確 認 し て お こ う 。

我 が 国 の 法 制 上 、 国 務 大 臣 は 国 家 行 政 組 織 法

に よ っ て 設 置 さ れ る 各 省 の 長 と し て 行 政 事 務

を 分 担 管 理 す る 地 位 に あ る 。 財 務 大 臣 、 国 土

交 通 大 臣 等 が こ れ だ 。 省 は 内 閣 の 統 轄 下 で 行

政 事 務 を つ か さ ど る 機 関 。 個 別 の 設 置 法 に 基

づ い て 設 置 さ れ 、 そ の 任 務 や 所 掌 事 務 は 設 置

法 で 定 め ら れ る 。 ま た 総 理 は 、 無 任 所 大 臣 と

呼 ば れ る 、 い ず れ の 行 政 機 関 に も 属 さ な い 「
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行 政 事 務 を 分 担 管 理 し な い 大 臣 」 を 任 命 で き

る 。 小 里 大 臣 が こ の 例 。 他 方 行 政 事 務 の 分 担

は あ る が 各 省 の 長 で は な い 大 臣 と し て 、 内 閣

府 に 置 か れ る 特 命 担 当 大 臣 が あ る 。 経 済 財 政

政 策 担 当 大 臣 や 少 子 化 対 策 担 当 大 臣 な ど が そ

れ だ 。 私 案 で は 、 復 興 相 は 行 政 事 務 を 分 担 管

理 す る 必 要 の な い 無 任 所 大 臣 と な る 。  

（ ２ ） 復 興 相 の 役 割 は ?  

内 閣 は 閣 議 に よ っ て 職 権 を 行 う が 、 閣 議 の

手 続 は 法 律 で は な く 慣 行 に 依 っ て い る 。 閣 議

の 意 思 決 定 は 全 員 一 致 が 大 原 則 。 こ れ は 内 閣

が 国 会 に 対 し て 連 帯 し て 責 任 を 負 う と さ れ て

い る た め だ 。 だ か ら 意 見 が 一 致 し な い 場 合 、

総 理 は そ の 大 臣 を 罷 免 し て 閣 議 決 定 す る こ と

も あ る 。 復 興 相 の 役 割 は 大 臣 と し て 閣 議 で 意

見 を 述 べ 提 案 す る こ と 。 他 の 大 臣 は と も か く

復 興 相 の 罷 免 は 総 理 で も 事 実 上 困 難 だ か ら 、

復 興 に 関 す る 閣 議 案 件 に つ い て は 復 興 相 の 意

見 が 最 大 限 尊 重 ・ 採 用 さ れ る は ず 。 復 興 相 の

提 案 力 や 実 行 力 は 十 分 担 保 さ れ る わ け だ 。  
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（ ３ ） 復 興 相 の 人 事 権 は ?  

復 興 相 は 省 を 持 た な い 無 任 所 大 臣 だ か ら 通

常 の 副 大 臣 や 大 臣 政 務 官 は 置 か れ な い が 、 そ

れ に 相 当 す る 政 治 任 用 の 補 佐 役 を 選 ぶ 人 事 権

は 不 可 欠 。 原 発 対 応 に は 信 頼 で き る 専 門 家 の

起 用 が 不 可 欠 だ し 、 た と え ば 初 代 内 閣 安 全 保

障 室 長 を 務 め た 佐 々 淳 行 は 危 機 管 理 の 第 一 人

者 だ か ら 現 地 指 揮 官 に は 最 適 ? こ れ ら 政 治 任

用 者 は 副 大 臣 等 と 同 様 、 復 興 相 の 申 出 に 基 づ

き 内 閣 が 任 命 す る 。 そ れ 以 下 の 職 員 は 新 た な

採 用 ・ 任 命 で は な く 、 各 省 庁 の 官 僚 を 必 要 に

応 じ て 実 働 さ せ れ ば よ い 。 誰 に 何 を や ら せ る

か の 主 要 人 事 構 想 は 国 民 投 票 前 に 明 示 す べ き

だ 。 ど ん な 能 力 の 職 員 を ど こ か ら 連 れ て く る

の か も 腕 の 見 せ 所 だ か ら 、 国 民 は そ れ も 含 め

て 立 候 補 者 の 能 力 や 器 を 判 断 す る こ と に な る 。

も ち ろ ん こ の 仕 組 み の 構 築 に は 、 組 織 に つ い

て の 根 拠 法 を 新 法 で 定 め 、 政 令 等 で 詳 細 を 煮

詰 め る 必 要 が あ る 。  

６  新 た な 民 主 主 義 の 地 平 下 で 震 災 復 興 を ！  
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（ １ ） 私 案 な ら 明 日 か ら で も ！  

こ ろ こ ろ 替 わ る 総 理 で は 何 を や ら せ て も ダ

メ 。 そ ん な 危 機 意 識 は 全 国 民 の 共 有 だ が 、 菅

総 理 の ク ビ は 今 や 風 前 の 灯 火 。 復 興 構 想 会 議

の 根 拠 は 閣 議 決 定 で 、 政 令 に 根 拠 を 持 っ た 下

河 辺 委 員 会 よ り 弱 い う え 会 議 乱 立 の 批 判 が 強

い 。 す る と 総 理 の ク ビ が 飛 べ ば 菅 肝 入 り の 同

会 議 も 、 連 休 明 け に 姿 形 が 見 え て く る は ず の

復 興 対 策 本 部 も 解 散 ？ 新 政 権 の 下 で 復 興 対 策

は 一 か ら や り 直 し ？ そ ん な バ カ な ？ 被 災 地 や

日 本 国 に そ ん な 余 裕 は あ る の ？ 短 命 政 権 が 続

く 中 、 私 達 は 愚 か な 過 ち を 何 度 繰 り 返 し て き

た こ と か 。 そ ん な 反 省 の 上 で 私 案 を 断 行 す れ

ば 、 総 理 の ク ビ は 飛 ん で も 復 興 相 は 継 続 し て

い る か ら 、 そ の 鶴 の 一 声 で 同 会 議 の 存 続 も 同

本 部 の 復 興 相 を ト ッ プ と す る 組 織 へ の 改 変 も

可 能 。 こ れ に よ っ て は じ め て 政 局 や 政 権 交 代

と 無 関 係 に 継 続 し た 復 興 計 画 の 立 案 ・ 実 行 が

可 能 と な る 。 古 川 貞 二 郎 元 内 閣 官 房 副 長 官 は

関 東 大 震 災 時 の 帝 都 復 興 院 を 参 考 に 、 １ ０ 年
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の 時 限 的 な 専 任 組 織 と し て 復 興 院 の 仙 台 市 へ

の 設 置 を 提 案 し た 。 政 権 交 代 や 人 事 交 代 に 影

響 さ れ な い 継 続 性 と 一 貫 性 を 持 つ 復 興 実 施 主

体 の 必 要 性 を 訴 え た も の だ が 、 こ れ は 私 案 よ

り も 抽 象 的 。 現 在 国 民 が 共 有 す る 危 機 意 識 を

反 映 さ せ た 私 案 は 、 や ろ う と 思 え ば 明 日 か ら

で も す ぐ に で き る 具 体 案 な の だ 。  

（ ２ ） 民 主 主 義 の 地 平 を 切 り 開 こ う ！  

議 院 内 閣 制 と 二 院 制 自 体 に 問 題 は な い が 、

長 年 続 く 衆 参 ね じ れ 現 象 と 民 主 政 治 劣 化 の 結

果 、 立 法 府 た る 国 会 と 政 策 執 行 機 関 た る 内 閣

は 機 能 不 全 状 態 。 そ れ を 解 消 す る 一 案 は 大 連

立 だ が 、 政 策 毎 に 利 害 が 錯 綜 す る 現 状 で は 実

現 は 難 し い 。 平 時 な ら 、 経 済 成 長 時 な ら 三 流

政 治 で も 仕 方 な い が 、 今 は 非 常 時 。 党 内 抗 争

や 政 局 で の 時 間 浪 費 は 許 さ れ な い 。 原 発 対 策

は 日 々 世 界 の 注 目 下 に あ る し 、 復 興 対 策 は 待

っ た な し 。 継 続 性 の 喪 失 な ど 論 外 だ 。 私 案 は

こ れ を 一 挙 に 解 決 す る 現 実 案 で あ る う え 、 民

主 主 義 の 大 原 則 を 貫 徹 す る も の 。 経 済 大 国 と
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な っ た 日 本 に は 形 骸 化 し た 民 主 主 義 が 充 満 し 、

特 に 若 者 の 間 に は 諦 め ム ー ド が 満 ち て い る が 、

私 案 は 震 災 復 興 と い う 全 国 民 的 課 題 の 下 で 新

た に 民 主 主 義 の 地 平 を 切 り 開 く も の だ 。  

（ ３ ） よ く も 悪 く も 一 人 の リ ー ダ ー で ！  

独 裁 国 と 異 な る 民 主 主 義 国 の 価 値 は 、 指 導

者 を 国 民 が 直 接 選 挙 で 選 べ る こ と 。 し か る に

戦 後 ６ ０ 年 余 、 投 票 率 が ５ ０ ％ を 切 り 、 我 欲

が ま か り 通 る 日 本 で は そ の 価 値 が 失 わ れ て い

る 。 未 曾 有 の 国 難 に 直 面 す る 今 こ そ 、 復 興 相

の 直 接 投 票 に 民 主 主 義 国 本 来 の 価 値 を 見 出 し

た い 。 誰 で も 読 み 書 き が で き る 日 本 人 は 世 界

史 的 に み て も 教 養 が 深 い 。 そ ん な 日 本 人 は 信

長 ・ 秀 吉 ・ 家 康 を は じ め 坂 本 龍 馬 ・ 勝 海 舟 な

ど リ ー ダ ー 論 が 大 好 き 。 日 露 戦 争 時 大 山 巌 や

児 玉 源 太 郎 は 名 将 と 称 さ れ た が 、 乃 木 希 典 は

？ 太 平 洋 戦 争 時 の 東 条 英 機 は 悪 者 扱 い だ が 、

戦 後 復 興 を 指 導 し た 吉 田 茂 は 名 宰 相 と 言 わ れ

高 評 価 。 近 年 で は 高 得 点 の 小 泉 以 降 、 ダ メ 総

理 が 続 い た 。 大 風 呂 敷 を 広 げ 優 れ た 人 材 活 用
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術 を 見 せ た 後 藤 新 平 が 今 注 目 さ れ て い る が 、

彼 は 総 理 で は な い 。 小 里 を 考 え て も 日 本 が 今

待 望 す る の は 、 震 災 復 興 に 力 を 発 揮 す る リ ー

ダ ー だ 。 総 理 は バ カ で も 仕 方 な い 。 権 限 を 持

っ た 有 能 な 復 興 相 が 指 導 力 を 発 揮 す れ ば 復 興

は 可 能 。 そ ん な 割 り 切 り の 下 で 国 民 投 票 に 臨

み た い 。 新 法 に 基 づ く 国 民 投 票 で 選 出 さ れ 、

総 理 か ら 任 命 さ れ た 復 興 相 が も し 無 能 だ っ た

ら 国 民 は 諦 め る し か な い 。 そ れ は 国 民 自 身 が

バ カ と い う こ と だ 。 こ と ほ ど 左 様 に 復 興 相 の

選 出 は 一 大 事 。 チ ャ ー チ ル か ヒ ッ ト ラ ー か ？

ケ ネ デ ィ か ゴ ル バ チ ョ フ か ？ そ れ は 極 論 と し

て も 、 よ く も 悪 く も 一 人 の 指 導 者 選 出 の 重 み

を 肝 に 命 じ て 投 票 す べ き は 、 民 主 主 義 国 に 生

き る 私 達 共 通 の 義 務 だ 。  

７  お わ り に  

日 本 は 関 東 大 震 災 や 阪 神 大 震 災 か ら 見 事 に

復 興 し た 。 そ れ は 世 界 か ら 称 賛 さ れ る 日 本 人

の 勤 勉 さ に 加 え て 知 恵 と エ ネ ル ギ ー を 結 集 し

た お か げ 。 さ て 今 回 は ？ 土 地 バ ブ ル が 崩 壊 し
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住 専 へ の 公 的 資 金 投 入 の 是 非 が 議 論 さ れ 始 め

た 時 、 絶 筆 と な っ た ９ ６ 年 ２ 月 １ ２ 日 付 風 塵

抄 で 司 馬 遼 太 郎 は 「 公 的 資 金 の 投 入 は 当 然 だ

が 、 そ の 始 末 の 痛 み を 通 じ て 土 地 を 無 用 に さ

わ る こ と の 悪 を 感 じ な け れ ば な ら な い 」 と 説

い た 。 原 発 処 理 が 不 透 明 な う え 、 復 興 計 画 の

策 定 と そ の 実 施 主 体 の 確 定 も ま だ 。 し か し 私

案 に よ る 復 興 相 の 選 出 は 容 易 だ か ら 、 国 民 と

マ ス コ ミ が 私 案 を 支 持 し 政 治 家 が そ れ を 断 行

す れ ば 、 復 興 相 の 指 導 下 大 震 災 か ら の 復 興 は

可 能 だ 。 そ こ で 最 後 に 述 べ た い 。 今 こ の 私 案

す ら 断 行 で き な い 日 本 な ら 、 被 災 三 県 を 含 む

東 日 本 の 復 興 は も ち ろ ん 日 本 国 に 明 日 は な い 。  

以 上    ２ ０ １ １ 年 ５ 月 ７ 日  


